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Ⅰ．はじめに 

認知症の症状の緩和，コミュニケーションツールとして，タクティールケアを導入している高齢者介護

施設が増えている．Ardebey(2003)は，認知症の症状の緩和だけではなく，非言語的コミュニケーション

としても有効であると論じ，タクティールケアが，その施術者に対しても，有効であると述べている． 

Scherder（1998），鈴木ら（2010）は，タクティールケアによって認知症高齢者の BPSD の軽減，ストレ

スレベルが低下したことを明らかした．Andersson(2007)，鈴木ら（2010）は，タクティールケアを行う施術

者に対する報告をしている．タクティールケアが介護者，被介護者の双方に相互作用し合うことで，介

護者の身体的・精神的負担の軽減となるか検証が必要である． 

Ⅱ．研究の目的 

タクティールケアが施術者である介護職員に対して，実施後，どのような気分の変化をもたらすのか，

尺度を用いて明らかにすることである． 

Ⅲ．研究方法 

①調査対象：病院・高齢者介護施設の 4 か所で介護職員として勤務し，タクティールケアの手技にお

いて，一定の水準を満たしている 41 人．②調査計画：同一の対象者に対して，2 週間の調査期間のう

ち，ある 1 週間は，タクティールケア(以後 TC とする)，ある 1 週間は，タクティールケア以外のケア(以後

N-TC とする)を実施し，前後に気分のセルフモニタリングを行った．結果に差が生じる可能性を考慮しク

ロスオーバーデザインとした．③調査項目：(1)基本属性として，性別，年齢，職種とその経験年数，TC

認定取得後月数と活用頻度を質問した．(2)気分の変化の評価：気分の変化については，二次元気分

尺度を使用した．④分析方法：TC および N-TC 前後の気分の変化を TDMS 得点(活性度，安定度，

快適度，覚醒度)で測定し被験者内 2 要因分散分析を行った．分析には IBM SPSS for Windows ver 

19.0 を使用し，有意水準は 5%未満に設定した．⑤倫理的配慮：2011 年 7 月 19 日，桜美林大学研究

倫理規定に基づき，研究倫理委員会の承認(受付番号：11013)を得た． 

Ⅳ．研究結果 

対象の特性は，女性 85.4%，男性 14.6%であり，平均年齢は 44.1±10.8 歳． 職種の内訳は，介護福

祉士が 43.9%で最も多く，TC 認定平均取得月数は 17.3±12.7 ヶ月だった．2 要因分散分析の結果，安

定度，快適度は，交互作用と主効果すべて有意であり，N-TC より TC において後の得点が高く変化し

た．また覚醒度も 3 回目の TC と N‐TC の主効果以外は交互作用と主効果すべてが有意であり，N-TC

より TC において後の得点が低く変化した． 

Ⅴ．考察 

安定度，快適度において TC 後の得点が N-TC を実施した後よりも高かったことから，施術者が TC

によって感じている「施術者の変化」とは，快適でポジティブな状態へ変化していることが推測される．

心理的負担が多い介護職員が TC を施術することで，その負担を一時的にでも和らげる効果があること

が示唆された．  

Ⅵ．本研究の限界と今後の課題  

TC の施術によって，気分を一時的に快適にする効果が明らかになった一方で，精神的な負担の軽

減になったかは不明である．一時的なものではなく，長期的な視点からの検討が課題である． 

Ⅶ．おわりに  

介護を受ける高齢者と，施術者である介護職員，双方の心理状態が落ち着く(Ardebey，2003)ことが，

タクティールケアを通して可能になるであろうと期待される．今回の研究結果において，タクティールケ

アを介護ケアに取り入れることの重要性が示唆されたと考えられる． 
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